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新宿区ユニバーサルデザインまちづくり条例

（令和2年10月1日 全面施行）

新宿区 都市計画部 景観・まちづくり課
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「事業者向け」実務解説資料
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事業者の皆様を対象に、手続等の要点を、実務に即して解説し、ユニバーサ
ルデザインまちづくり条例の理解を深めてもらうことを目的に、 以下の３点
を解説していきます。

⑴ 全面施行により開始される制度（事前協議・届出・工事の完了報告）の

特徴

⑵「東京都福祉のまちづくり条例」と「区整備要綱」との関係

⑶ 施設整備マニュアルの見方

2

本資料の趣旨
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U D まちづくりとは

建築物や道路、公園等の都市施設に関し、年齢、性別、国籍、個人の能力

等にかかわらず、全ての人が安全に、安心して、かつ、快適に暮らし、又は

訪れることができるまちの実現を図るための取組のことです。

ユニバーサルデザイン
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構 成

条例制定の背景

条例の概要
（事前協議、届出、工事の完了報告など）

整備基準について

手続きの流れ
（「都福まち条例」及び「区整備要綱」との関係など）

施設整備マニュアルの見方・活用方法

１

２

３

４

５

4 /43



１ 条例制定の背景
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これまでの経緯
条例の制定
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これまでの経緯

新宿区では、平成23(2011)年3月に策定した「ユニバーサルデザイン

まちづくりガイドライン」や「東京都福祉のまちづくり条例」に基づき、

ユニバーサルデザインまちづくりを推進し、質の高い都市空間の創出に

取り組んできました。

平成27(2015)年度には、学識経験者や区民等で構成するユニバーサル

デザイン推進会議で、「施設整備に向けた新たな取組（事前協議等）が

必要」との意見があり、制度創設に向けて検討を進めてきました。

１ ２ ３ ４ ５

6１ 条例制定の背景
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条例の制定

１ ２ ３ ４ ５

誰もが、分け隔てられることなく共生することができる社会を実現す

るためには、これまで以上に区、区民、施設所有者等が協力・連携して、

ユニバーサルデザインまちづくりを推進していくことが必要です。

新宿区は、事前協議や工事完了報告の制度創設など、施設整備の強化

を行うとともに、意識啓発を強化するための新たな取組として、令和

2(2020)年3月に、「新宿区ユニバーサルデザインまちづくり条例」を制

定しました。

7１ 条例制定の背景



２ 条例の概要（事前協議、届出、工事の完了報告など）
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条例の構成
施設所有者等の責務
主な特徴１ 事前協議
主な特徴２ 届出
主な特徴３ 工事の完了報告
届出等の対象施設
その他の特徴
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条例の構成

１ ２ ３ ４ ５２

第一章 総則
第１条－第５条 目的、定義、区・区民・施設所有者等の責務

第二章 施策の推進
第１節 第６条 意識啓発等
第２節 第７条－第18条 都市施設の整備

第三章 ユニバーサルデザインまちづくり審議会
第19条－第21条 設置、組織、部会

第四章 雑則
第22条－第23条 国等に関する特例、規則への委任

9２ 条例の概要
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条例の構成（ : 事業者に特に関係する箇所）

１ ２ ３ ４ ５２

第一章 総則
第１条－第５条 目的、定義、区・区民・施設所有者等の責務

第二章 施策の推進
第１節 第６条 意識啓発等
第２節 第７条－第18条 都市施設の整備

第三章 ユニバーサルデザインまちづくり審議会
第19条－第21条 設置、組織、部会

第四章 雑則
第22条－第23条 国等に関する特例、規則への委任

10２ 条例の概要

③ 工事の完了報告

① 事前協議
② 届出

主な特徴



/43

◆第一章 総則◆ 第５条

都市施設を所有・管理、新設・改修をしようとする施設所有者等は以下の

ことを努めてください。

⑴ 自らユニバーサルデザインまちづくりに努める。

⑵ 他の施設所有者等と連携を図り、周辺の都市施設と一体的に整備

するよう努める。

※改修：増築、改築、大規模の修繕、大規模の模様替え、用途変更をすることを

言います

１ ３ ４ ５２

施設所有者等の責務

11２ 条例の概要
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主な特徴１ 事前協議

事前協議対象施設の新設・改修をしようとする施設所有者等は、整備基準

への適合に関して、あらかじめ区との協議を行っていただきます。（対面協議）

施設の
計画

事前協議 届出 工事の完了報告
（建築確認）

工事
使用
開始

＜計画から使用開始までの流れ＞

対象施設

条例施行規則で「事前協議対象施設」と定められている、
一定の用途で2,000㎡以上の新設・改修を行う施設を言
います。対象となる用途として、医療等施設、興行施設、
百貨店、マーケットその他の物販販売業を営む店舗など
が挙げられます。

１ ３ ４ ５２

12２ 条例の概要

◆第二章 施策の推進◆ 第９条
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対象施設

主な特徴２ 届出

特定都市施設を新設・改修しようとする場合は、着工の30日前までに、
設計内容の整備基準への適合に関して、区に届け出てください。

施設の
計画

事前協議 届出 工事の完了報告
（建築確認）

工事
使用
開始

＜計画から使用開始までの流れ＞

条例施行規則で「特定都市施設」と定められている、一定
の用途・規模の新設・改修を行う施設。対象となる用途と
して、医療等施設、興行施設、百貨店、マーケットその他
の物販販売業を営む店舗などが挙げられます。

１ ３ ４ ５２

13２ 条例の概要

◆第二章 施策の推進◆ 第10条
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対象施設

主な特徴３ 工事の完了報告

届出を行った施設の新設・改修に係る工事が完了したときは、整備基準
への適合状況に関して、速やかに区に報告してください。
（現場検査等を実施）

施設の
計画

事前協議 届出 工事の完了報告
（建築確認）

工事
使用
開始

＜計画から使用開始までの流れ＞

届出又は変更の届出をした施設

１ ３ ４ ５２

14２ 条例の概要

◆第二章 施策の推進◆ 第１１条
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凡例

〇 届出対象施設
◎ 事前協議対象施設

届出等の対象施設

１ ３ ４ ５２

パンフレット・施設整備マニュアルに「事前協議対象施設」、
「届出対象施設」の一覧を掲載しています。

例）300㎡の飲食店を計画する際は、届出が必要となります。

15２ 条例の概要

◆第二章 施策の推進◆

パンフレットの
ダウンロードはこちらから

施設整備マニュアルの
ダウンロードはこちらから

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/keikan_01_000001_00005.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/keikan_01_000001_00005.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
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条例のその他の特徴

１ ３ ４ ５２

16

⑴ 新宿区ユニバーサルデザインまちづくり審議会 ◆第三章◆

ユニバーサルデザインまちづくりに関する施策を円滑に推進するため、

学識経験者、区民、地域団体の構成員、事業者から構成する審議会を設

置します。

※高度利用地区、特定街区、再開発等促進区、都市再生特別地区の区域内のものの

ほか、区長が必要と認めるものについては、計画の早い段階から、審議会の意見

を聴くこととします。

⑵ 規則への委任

条例に定めるもののほか、施行に関し必要な事項（整備基準や各種申

請様式など）は、条例施行規則で定めています。

◆第四章◆

２ 条例の概要



/43

３ 整備基準について

17 /44

整備基準の種類
具体的な整備項目
遵守基準となる整備項目
整備基準の例
小規模建築物の遵守基準
整備基準をより知るために
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特定都市施設の新設・改修時に

適合させなければならない基準です。

整備基準は、ユニバーサルデザインまちづくりに関し、施設所有者等の
判断の基準となるべきものです。
建築物の整備基準は、遵守基準と努力基準に分かれています。

遵守基準

１ ２ ３ ４ ５

整備基準の種類

努力基準
都市施設の新設・改修時に適合に努めなければならない基

準（遵守基準より高い水準）

18３ 整備基準について
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整備基準は、廊下や階段といった整備項目ごとに、基準を設けています。

１ ２ ３ ４ ５

整備基準の適用範囲（整備項目）

19３ 整備基準について

３

整備項目例
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遵守基準 段がある部分に手すりを設けること
努力基準 踊り場を含めて、手すりを設けること

努力基準 手すりの端部の付近には、階段が通ずる場
所を示す点字を表記すること

遵守基準 段がある部分の上端に近接する踊り場の
部分には、点状ブロック等を敷設すること。

努力基準 段がある部分の上下端に近接する踊り場
の部分には、点状ブロック等を敷設するこ
と。

１ ２ ３ ４ ５

整備基準の例（階段）

20３ 整備基準について
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整備基準の例（トイレ）

１ ２ ３ ４ ５

21３ 整備基準について

努力基準
大型ベッドその他着替えをすることができる設備を設
け、便所の出入口に、その旨の標示を行うこと

努力基準
多数の者が利用する便所のうち1以
上は、誰でもトイレを設けること

水洗器具（オストメイト対応）を設けた便房を1以上設
置

腰掛け便座、手すり等が適切に配置
されていること

ベビーチェア等、ベビーベッド等を設
け、便所の出入口に、その旨の標示
を行うこと

車椅子使用者が使う便房は、車椅子
使用者が円滑に利用することができ
るよう十分な空間を確保する

３
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①道等から利用居室までの経路

②利用居室から車椅子使用者用便房またはだれでもトイレまでの経路

③利用居室から車椅子使用者用駐車施設に至る経路

の経路は、それぞれ１以上段差

がなく通行しやすい幅としてく

ださい。

整備基準の例（移動等円滑化経路）

１ ２ ３ ４ ５

22３ 整備基準について

３

利用居室

エレベーター

出入り口

敷地内通路

車椅子使用者用便房
または だれでもトイレ

③
①

②

車椅子使用者用
駐車施設
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生活に身近な施設のうち、以下の用途に供する部分の床面積の合計が

200㎡未満の施設である「小規模建築物」には、遵守基準を別途設けていま

す。

１ ２ ３ ４ ５

小規模建築物の遵守基準

小規模建築物の用途一覧

診療所など 物販店舗 飲食店
サービス店舗

など
給油取扱所

23３ 整備基準について

３
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小規模建築物の遵守基準は、「①出入口」「②便所」「③敷地内の通路」につい

てのみです。

１ ２ ３ ４ ５

小規模建築物の遵守基準

（１）手すりの設置

（２）車いす使用者が利用する
ことができる空間

出入口

敷地内の通路

便所

24３ 整備基準について

３
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１ ２ ３ ４ ５

25３ 整備基準について

３

整備基準をより知るために

整備項目ごとの整備基準を調べる際は、施設整備マニュアルをご利用くださ

い。施設整備マニュアルには整備基準・その解説・図解等が記載されています。

整備基準

規則で定められた遵守

基準及び努力基準

一般基準

整備基準のうち、整備対象

範囲に係る一般基準

移動等円滑化経路等に係る
基準（色付き部分）

整備基準のうち、移動等円滑

化経路等、特定経路等、宿泊

者特定経路に係る整備基準

整備基準の解説

整備基準の根拠や具体的

な内容、審査の際の判断基

準

整備基準より高い水準で、

事業者の自主的・自発的

な取組を促す事項

望ましい整備

施設整備マニュアルの
ダウンロードはこちらから

図解（図面・イラスト等）

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
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４ 手続きの流れ（事前協議、届出、工事の完了報告など）

26 /43

事前協議
届出
工事の完了報告
各書式のダウンロードについて
提出図書の作成にあたって
東京都建築物バリアフリー条例との関係
「都福祉のまちづくり条例」、「区整備要綱」との関係
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事前協議対象施設の新設・改修をしようとする際は、工事着手の60日前
まで事前協議書を提出してください。

事前協議（対象：規則で定める事前協対象施設）

60日前まで

施設の
計画

事前協議 届出 工事の完了報告
（建築確認）

工事
使用
開始

＜提出書類＞ 2 部（正・副）

事前協議書
（第1号様式）

整備基準ﾁｪｯｸﾘｽﾄ
（第14号～21号様式

のいずれか）

提出図書
（条例規則別表第11
に定める図書）＋ ＋

１ ２ ３ ４ ５

任意書式の
委任状

（設計士等、代理人
が提出する際）

＋

27４ 手続きの流れ

高度利用地区、特定街区、再開
発等促進区、都市再生特別地区
の区域内ものは90日前とします
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任意書式の
委任状

（設計士等、代理人
が提出する際）

特定都市施設の新設・改修をしようとする際は、工事着手の30日前まで
に届出書を提出してください。

１ ２ ３ ４ ５

届出（対象：規則で定める特定都市施設）

届出書
（第2号、第3号
様式いずれか）

整備基準ﾁｪｯｸﾘｽﾄ
（第14号～21号様式

のいずれか）

提出図書
（条例規則別表第11
に定める図書）＋ ＋ ＋

28４ 手続きの流れ

30日前まで

施設の
計画

事前協議 届出 工事の完了報告
（建築確認）

工事
使用
開始

確認申請に先立ち
届け出るように
努めてください

＜提出書類＞ 2 部（正・副）
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届出

任意書式の
委任状

（設計士等、代理人
が提出する際）

特定都市施設の新設・改修をしようとする部分に変更が生じた場合は、
変更に係る部分の工事着手の30日前までに届出書を提出してください。

１ ２ ３ ４ ５

届出後に計画・工事内容に変更が生じた場合

変更届出書
（第2号、第3号
様式いずれか）

整備基準ﾁｪｯｸﾘｽﾄ
（第14号～21号様式

のいずれか）

変更前後に
おける提出書
（条例規則別表第11
に定める図書）

＋ ＋ ＋

29４ 手続きの流れ

30日前まで

施設の
計画

事前
協議

変更届出
工事の
完了報告

変更部分の

工事
使用
開始

＜提出書類＞ 2 部（正・副）

（建築確認）
工事

変更部分の工事を
届け出る前に着手
しないでください
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届出または変更の届出をしたものは、工事の完了後すみやかに完了報
告書を提出してください。

１ ２ ３ ４ ５

工事の完了報告（対象：届出・変更届出を行った施設）

完了報告書
（第4号様式）

整備状況を確認
できる書類
（写真、報告書等）＋ ＋

30４ 手続きの流れ

施設の
計画

事前協議
届出

変更届出
工事の完了報告

（建築確認）

工事
使用
開始

工事完了後
すみやかに

＜提出書類＞ 2 部（正・副）

書類提出の前後で、
現場検査等を
実施します

任意書式の
委任状

（設計士等、代理人
が提出する際）
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提出図書の作成にあたって

１ ２ ３ ４ ５

31

便
所有効幅100㎝以上

段差無し

「移動等円滑化経路」

有効幅140㎝以上

2000

2
0
0
0

8
5
0

手すり

提出図書には、整備基準に適合していることを明示するため、下図のよう
に整備基準への適合状況を記入してください。

４ 手続きの流れ
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各手続きに必要な書式は、区ホームページでダウンロードできます。

１ ２ ３ ４ ５

各書式のダウンロードについて

申請 必要書類

事前協議
（条例第９条）

事前協議書（第1号様式） 【都市施設整備項目表】（道路を除く）
・共同住宅等以外の建築物（第14号様式）

・共同住宅等（第15号様式）

・小規模建築物（第16号様式）

・公園（第17号様式）

・公共交通施設（第18号様式）

・鉄軌道駅（第19号様式）

・バスターミナル（第20号様式）

・路外駐車場（第21号様式）

【図書】別表第11に定める図書

届出
（条例第10条）

建築物及び小規模建築物（第2号様式）

建築物及び小規模建築物以外（第3号様式）

工事の完了報告
（条例第11条）

工事完了報告書（第4号様式）

整備基準適合証の交付
（条例第12条）

整備基準適合証交付請求書（第5号様式）

特定都市施設の適合状況
の報告（条例第14条）

建築物及び小規模建築物（第10号様式）

建築物及び小規模建築物以外（第11号様式）

32４ 手続きの流れ

書式のダウンロードは
こちらから

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/keikan_01_000001_00005.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/keikan_01_000001_00005.html
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東京都ではバリアフリー法第14条第3項に基づく「建築物バリアフリー
条例」（高齢者、障害者等が利用しやすい建築物の整備に関する条例）が
制定されています。
建築物バリアフリー条例に基づく届出を行うものにあっては、事前協議
対象施設を除き、UD条例の届出は免除されます。

１ ２ ３ ４ ５

東京都建築物バリアフリー条例との関係

33４ 手続きの流れ

<例１ 届が出不要となるケース>
1,000㎡の飲食店の新設

バリアフリー条例の対象のため、建築
基準法の確認申請でバリアフリー条
例の内容について届け出ている場合、
UD条例の届出は不要となります。

<例２ 届出が必要となるケース>
2,500㎡のホテルの新設

バリアフリー条例の対象ですが、
事前協議対象のため、届出が必要
になります。
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東京都では、建築物バリアフリー条例よりも対象施設等を広範に定め、
整備基準を強化している「東京都福祉のまちづくり条例」（都福祉のまち
づくり条例）を制定しています。また、新宿区において建築物バリアフ
リー条例等に関連する「身体障害者、高齢者等の利用を配慮した建築物
整備要綱・同指針」（区整備要綱）が制定されています。
新宿区ユニバーサルデザインまちづくり条例の全面施行後（令和２年１
０月１日）からは、「福祉のまちづくり条例」及び「区要綱」の届出は不要と
なります。

１ ２ ３ ４ ５

「都福祉のまちづくり条例」及び
「区整備要綱」との関係

新宿区UD条例

令和２年１０月１日から

都福祉のまちづくり条例

区整備要綱

令和２年９月３０日まで

＋

34４ 手続きの流れ

それぞれに基づく届出が必要 UD条例に基づく届出に一本化
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５ 施設整備マニュアルの見方・活用方法

/4335
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１ ２ ３ ４ ５

施設整備マニュアルの記載内容

36

・条例の概要

・条例の対象施設

・必要な手続き

・整備項目ごとの整備基準および

その解説、図解

・UD条例、条例規則の条文、所定様式など

・車椅子寸法など各種規格等

５ 施設整備マニュアルの見方・活用方法

施設整備マニュアルの
ダウンロードはこちらから

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
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１ ２ ３ ４ ５

建築物設計時のマニュアル活用手順

37

マニュアル内「星取表」で、計画中の建築物に求められる手続き、
遵守基準となる整備項目を把握してください。

マニュアル内「整備基準等」で、各整備項目で求められる遵守基準を
確認し、基準に適合するように計画してください。

その他の整備項目も含め、努力基準や望ましい整備などにも適合させ
るよう計画し、より質の高い施設整備の実現を目指してください。

新設・改修の計画に、ど
ういった整備基準を適合
させなければならないの
だろう？

今、計画中の建物は、事前
協議や届出をする必要が
あるのかな？

Step.1

Step.2

Step.3

５ 施設整備マニュアルの見方・活用方法
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１ ２ ３ ４ ５

38

Step.1 星取表で手続き・整備項目を確認

５ 施設整備マニュアルの見方・活用方法

用途

床面積
規模

整備項目

計画している施設の「用途」・「床面積規模」に該当する行を探し、必要な手続き
を確認してください。（例の場合、■に、事前協議・届出が必要）

例：4,000㎡の中学校を新設する場合

凡例解説（必要な手続き）

■：事前協議・届出が必要
●：届出が必要
★：届出が必要（小規模建築物の遵守基準を適用）

〇△：バリアフリー法令等に基づく届出を行うことで、
UD条例の届出が不要になるもの

施設整備マニュアルの
ダウンロードはこちらから

星取表：
P.2-12～2-17

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
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１ ２ ３ ４ ５

39

Step.1 星取表で手続き・整備項目を確認

用途

床面積
規模

整備項目

図形が記されている整備項目を確認してください。これらの整備項目が施設内
部にある場合、遵守基準に適合させなければなりません。

凡例解説（遵守基準となる整備項目）

■、●、★、〇、△がついている整備項目

例：4,000㎡の中学校を新設する場合
階段、傾斜路、エレベーター及びその乗降ロビー、便所 などを設
置する際は、遵守基準に適合させなければなりません。

５ 施設整備マニュアルの見方・活用方法

施設整備マニュアルの
ダウンロードはこちらから

星取表：
P.2-12～2-17

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
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１ ２ ３ ４ ５

Step.2 整備項目の遵守基準を確認

40

遵守基準

規則の条文で定められている、守らなければならない基準です。

この基準に適合するように計画してください。

整備基準の解説

●がついている項目が、遵守基準について、満たすための寸法その

他審査の際の判断基準を開設している項目です。記載されている内

容に、施設の計画が適合しているかご確認ください。

努力基準

必須事項ではありませんが、より質の高い施設整備を目指し、

これらの基準にも適合するよう計画してください。

第2部 整備基準等では、都市施設及び整備
項目ごとに、基準やその解説を示しています。
Step1で確認した、遵守基準となる整備項
目の基準の内容を確認し、適合するよう計画
してください。

５ 施設整備マニュアルの見方・活用方法

整備基準等：
P.2-20～2-415

施設整備マニュアルの
ダウンロードはこちらから

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
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１ ２ ３ ４ ５

41

出入口、廊下等、傾斜路、エレベーター及び

乗降ロビー、特殊な構造又は使用形態の昇

降機、敷地内の通路では、移動等円滑化経路

等（色付き部分）に関する基準が定められて

いるため、移動等円滑化経路等に該当する

部分については、整備基準に適合するように

計画してください。

星取表では、移動等円滑化経路には図形が記
されて、廊下等には印がついていないものも
あります。このとき、廊下等の一部が移動等円
滑化経路等になる際は、色付き部分の整備基
準に適合させなければなりません。

例：廊下等の基準

Step.2 整備項目の遵守基準を確認

５ 施設整備マニュアルの見方・活用方法

施設整備マニュアルの
ダウンロードはこちらから

整備基準等：
P.2-20～2-415

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
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１ ２ ３ ４ ５

42

遵守基準に適合したうえで、より質の高い施設整備を目指し、努力基準

や望ましい整備にも適合するよう計画してください。

例：トイレ機能の分散配置

Step.３ 努力基準・望ましい整備等への適合

車椅子使用者用便房や、
オストメイトや、ベビーベッ
ドなど、個別の機能を必要
とする人が同時に便所を
利用できるように、個別の
機能を分散して複数配置
することが望ましい。

５ 施設整備マニュアルの見方・活用方法

施設整備マニュアルの
ダウンロードはこちらから

整備基準等：
P.2-20～2-415

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html
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新宿区都市計画部景観・まちづくり
電話：03-5273-3843

FAX：03-3209-9227

郵送：〒160-8484 新宿区歌舞伎町一丁目４番１号

43

問合せ先について

パンフレット・施設整備マニュアルの入手について
条例概要パンフレットは景観・まちづくり課窓口等で無料配布しています。

施設整備マニュアルは、区役所本庁舎１階区政情報センターで有償頒布

（１冊 1,200円）しています。

なお、新宿区ホームページよりダウンロードできます。

【パンフレット】

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/keikan_01_000001_00005.html

【施設整備マニュアル】

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html

おわりに

http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/keikan_01_000001_00005.html
http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/UDmanual.html

